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だ経験の浅い院生が担当することもあるが、教員が「総出」でバックアップするものの、教員が「代わ
りに」担当することはしない。 
この点に関しては、教員間で何度も話し合いがもたれてきた。教員がある程度選択したほうがいいの
ではないかと。しかし、現状ではそれをせず、「ゼミ制度を持たず、全教員が全学生の指導にあたる」と
いう京大の制度を生かしつつ、「総出」で対応するというやり方を（今のところ）続けている。 
こうした両立しがたいさまざまな側面を同時に遂行するために必要なことは、ケースを大切に考え、
真摯にクライエントさんに向き合うことのように思う。 
京都大学の「伝統」とはなんだろうか、20 歳を迎えたセンターが「親」から受け継いでいるものはな
んだろうか、と考えるとき、この「ケースを大切にする」というところにたどりつくように思うのであ
る。 
筆者自身、河合隼雄先生からいただいたものを、どれほど学生に対して還元できているのか、と自問
することも多い。しかし、すべてのスタッフが真剣にケースに向き合っている姿をみるときに、なにか
が「伝えられている」という実感をもつように思う。 
しかし、20 歳になれば、さらに大きな責任を担うことになる。ひょっとしたら、これからは、「親」
にもらったものを育てるだけではなく、みずから考え、新しいものを生み出していく必要があるのかも
しれない。 
その行く末について、期待（と不安）をもちつつ、これからも見守っていきたいと考えている。 
